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豆腐 納豆 湯葉・油揚

DNAマーカー利用で難裂莢性遺伝子をピンポイント導入

莢がはじけにくく収穫ロスが少ない大豆

加工適性、栽培
方法はそのままに
実質的収量４割増
の事例も

主要大豆品種「フクユタカ」の収穫ロス
を少なくするため、莢をはじけにくくする
遺伝子をピンポイントで導入した品種「フ
クユタカA1号」を開発しました。実質的収
量が増え、生産者の収益が増加するととも
に、豆腐などへの加工適性は変わらず、実
需者からも好評です。
愛知県では、令和２年より従来品種「フ

クユタカ」から「フクユタカA1号」へ全面
的に置換え（4,500 ha）を開始しており、今
後も全国的な拡大が見込まれます。実需者
からの引き合いの強い国産大豆が安定的に
供給されることで、国産農産物のさらなる
需要拡大が期待されます。

農研機構 平成26年度
～30年度

実需者等のニーズに応じた加工適性と広域適応性を持つ
大豆品種等の開発

実需と連携しながら開発したことで、速やかな普及が可能に
現地検討会の様子(左)、シンポジウムにて周知活動(右)

品種が変わってもこれまでと
変わらぬ豆腐や納豆を提供

生産現場－畑作

共同研究機関：岩手県、福島県、新潟県、長野県、愛知県、三重県、兵庫県、愛媛県、佐賀県、筑波大学

「フクユタカ」と同等
「フクユタカ」と異なる
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農林水産技術会議事務局研究統括官（生産技術）室 03-3502-2549問合せ先

研究背景

主要な成果

大豆は、豆腐など日本の食卓に欠かせない食品の原料ですが、自給率が
低く、実需者のニーズに応えるには生産の拡大、安定供給が重要です。
大豆は成熟すると莢がはじけて子実を地面に落としてしまうため、収穫

時に機械が莢をはじき飛ばし、収穫ロスによる収量減につながっていまし
た。
そこで、莢がはじけにくく、栽培方法や加工適性は従来品種と同等の品

種を短期間で育成することが求められていました。

DNAマーカーを利用して、莢
をはじけにくくする遺伝子の
みをピンポイントで導入した
「フクユタカA1号」を短期間
で育成

見た目や加工適性等の特徴は
「フクユタカ」とほぼ同等で、
栽培方法の変更は不要

コンバイン収穫後に子実が落ちこぼれた様子（右）

コンバイン収穫試験では実質的な収量が増加

自然脱粒
収穫時脱粒

刈り残し
全刈り収量

収穫ロス

原品種
「フクユタカ」

難裂莢性品種
「フクユタカA1号」

収穫前の大豆（左）

難裂莢性で莢がはじけにくい 実質的な収量が最大４割向上
することを収穫試験で確認

実需者による加工試験で、原
品種「フクユタカ」とほぼ同
等という評価

確実な需要が見込める

収穫量
40%向上

全刈り収量

刈り残し
収穫時脱粒
自然脱粒
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